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東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
間
）
（
以
下
、
「
外
環
道
路
」
と
呼
ぶ
。
）
の
地
下
掘
進
工
事
が
直
下
で
行
わ
れ
て

い
た
東
京
都
調
布
市
東
つ
つ
じ
ヶ
丘
で
本
年
十
月
十
八
日
、
地
表
面
の
陥
没
事
故
が
発
生
し
た
。
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

（
以
下
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
」
と
呼
ぶ
。
）
は
十
一
月
二
日
、
陥
没
箇
所
付
近
で
地
中
に
空
洞
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
新

た
に
確
認
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
帯
は
閑
静
な
住
宅
街
で
あ
り
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
諸
事
態
に
対
し
て
、

住
民
か
ら
恐
怖
と
不
安
、
憤
り
の
声
が
挙
が
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

 

現
地
周
辺
で
は
本
年
八
月
頃
か
ら
、
振
動
及
び
騒
音
等
に
よ
る
被
害
が
住
民
か
ら
次
々
に
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
家
屋
等
の
壁

面
の
亀
裂
、
タ
イ
ル
の
剥
離
、
敷
地
の
変
状
等
が
生
じ
て
い
た
。
住
民
は
振
動
等
に
つ
い
て
徹
底
し
た
調
査
と
原
因
の
究
明
を

求
め
、
且
つ
、
原
因
等
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
進
は
停
止
す
べ
き
と
、
強
く
求
め
て
い
た
。
し
か

し
、
国
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
掘
進
を
続
行
し
、
住
民
が
最
も
懸
念
し
て
い
た
陥
没
事
故
が
生
じ
、
空
洞
も
発
見
さ
れ
た
。 

 

そ
も
そ
も
外
環
道
路
事
業
は
国
が
推
進
し
、
多
額
の
国
費
を
投
入
し
て
き
た
事
業
で
あ
る
。 

 

今
回
の
事
態
に
つ
い
て
、
国
は
責
任
を
持
っ
て
調
査
と
原
因
究
明
に
あ
た
り
、
住
民
に
丁
寧
に
説
明
し
諸
要
望
に
応
え
る
と

と
も
に
、
外
環
道
路
事
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
中
止
を
含
め
た
根
本
か
ら
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 
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こ
の
立
場
か
ら
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 
外
環
道
路
建
設
は
、
国
が
推
進
し
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
国
土
交
通
大
臣
が
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
（
以
下
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
」
と
呼
ぶ
。
）
と
と
も
に
事
業
主
体
と
な
り
、
都
市
計
画
事
業
の
承
認
と
大
深
度

地
下
の
使
用
認
可
を
行
っ
て
い
る
ゆ
え
、
そ
も
そ
も
国
の
責
任
が
重
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 
 

国
は
、
東
京
都
調
布
市
内
で
の
陥
没
事
故
と
空
洞
及
び
振
動
等
の
調
査
と
原
因
の
究
明
・
検
証
、
住
民
に
対
す
る
説
明
や

一
連
の
被
害
へ
の
対
応
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
並
び
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
両
社
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
責
任
を
持

っ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
基
本
的
姿
勢
、
及
び
認
識
に
つ
い
て
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

陥
没
事
故
の
発
生
後
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
関
東
支
社
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
東
京
支

社
が
か
ね
て
よ
り
設
置
し
て
い
た
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
（
以
下
、
「
検
討
委
員
会
」
と
呼
ぶ
。
）

の
第
二
十
二
回
委
員
会
が
本
年
十
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
、
陥
没
事
故
に
つ
い
て
審
議
が
あ
っ
た
。
検
討
委
員
会
は
十
六
人

の
委
員
中
、
国
土
交
通
省
、
東
京
都
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
の
代
表
者

が
八
人
を
占
め
る
と
い
う
構
成
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
外
環
道
路
に
つ
い
て
「
早
期
供
用
が
求
め
ら
れ
る
中
」
（
同
検
討
委

員
会
の
設
置
趣
旨
よ
り
）
等
と
し
て
、
「
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
、
施
工
技
術
等
に
つ
い
て
確
認
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
」
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（
同
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
十
月
二
十
三
日
に
は
、
検
討
委
員
会
の
中
の
学
識
者
を
委
員
と
す
る
「
東
京
外
環
ト
ン

ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会 

有
識
者
委
員
会
」
（
以
下
、
「
有
識
者
委
員
会
」
と
呼
ぶ
。
）
が
開
催
さ
れ
た
。
設
置
者
は
検

討
委
員
会
と
同
様
で
あ
る
。
同
日
の
有
識
者
委
員
会
は
「
第
二
回
」
と
さ
れ
、
十
月
十
九
日
の
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工

等
検
討
委
員
会 
第
二
十
二
回
委
員
会
」
は
「
第
一
回
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会 

有
識
者
委
員
会
」
と
併

記
さ
れ
た
。
有
識
者
委
員
会
の
目
的
は
、
同
委
員
会
の
規
約
に
よ
る
と
、
「
ト
ン
ネ
ル
構
造
、
地
質
・
水
文
、
施
工
技
術
等

に
関
す
る
技
術
的
な
検
討
に
つ
い
て
」
審
議
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
検
討
委
員
会
及
び
有
識

者
委
員
会
の
設
置
趣
旨
は
、
今
回
の
陥
没
事
故
や
空
洞
、
振
動
等
に
つ
い
て
の
調
査
や
原
因
究
明
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た

も
の
で
は
な
い
。 

 
 

今
回
の
陥
没
事
故
や
空
洞
、
振
動
等
の
事
象
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
と
専
門
家
の
知
見
を
結
集
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
事
業
に
あ
た
っ
て
の
技
術
的
な
検
討
等
を
行
う
機
関
や
委
員
会
で
は
な
く
、
原
因
の
調
査
と
究
明
を
目
的
と
す

る
、
独
立
性
、
公
平
・
中
立
性
を
持
っ
た
、
第
三
者
的
な
機
関
・
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
議
事
に

つ
い
て
は
原
則
公
開
し
、
住
民
参
加
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
各
種
デ
ー
タ
、
関
連
諸
資
料
を
全
面
的
に
公
開

し
、
且
つ
、
他
の
専
門
家
、
有
識
者
や
住
民
等
が
検
討
・
検
証
を
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
と
決
断
を
求



 

４ 

 

め
る
。 

三 
本
年
十
月
十
九
日
の
第
二
十
二
回
検
討
委
員
会
（
第
一
回
有
識
者
委
員
会
）
の
「
議
事
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
「
今
後
の
調

査
」
と
し
て
、
「
地
盤
状
況
確
認
の
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
お
よ
び
音
響
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
調
査
」
「
採
取
し
た
地
下
水

の
成
分
分
析
」
「
埋
設
物
の
状
況
確
認
」
「
地
歴
、
文
献
調
査
の
再
確
認
」
と
「
周
辺
道
路
を
含
め
、
地
表
面
付
近
の
空
洞

探
査
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
」
を
「
確
認
し
た
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
盤
等
を
調
査
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

施
工
状
況
等
は
こ
の
日
の
検
討
委
員
会
の
資
料
で
「
掘
進
中
の
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
各
計
測
値
（
圧
力
や
掘
削
土
量
な
ど
）

は
、
添
加
材
・
圧
力
・
搬
送
設
備
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
適
切
な
状
態
で
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
」

と
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
の
第
二
回
有
識
者
委
員
会
で
は
、
施
工
状
況
の
調
査
等
に
つ
い
て
は
「
議
事
概
要
」
で
は

触
れ
ら
れ
ず
、
資
料
の
中
で
「
地
盤
状
況
の
確
認
を
行
う
た
め
、
以
下
の
調
査
を
行
う
」
と
し
て
、
「
地
歴
、
文
献
」
の
後

に
並
列
し
て
「
施
工
デ
ー
タ
の
再
確
認
」
が
加
え
ら
れ
た
。
十
一
月
五
日
の
第
三
回
有
識
者
委
員
会
の
「
議
事
概
要
」
で

は
、
「
陥
没
や
空
洞
が
発
生
し
た
要
因
を
把
握
す
る
た
め
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
掘
進
デ
ー
タ
の
確
認
に
加
え
、
地
形
、

地
質
、
地
下
水
、
並
び
に
河
川
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
回
の
委
員
会
で
は
、
地
盤
調
査

の
内
容
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
掘
進
デ
ー
タ
の
「
確
認
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
実
施
内
容
を
示
し
て
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い
な
い
。 

 
 

「
検
討
委
員
会
」
と
「
有
識
者
委
員
会
」
の
小
泉
淳
委
員
長
は
十
月
十
九
日
の
第
二
十
二
回
検
討
委
員
会
後
の
ブ
リ
ー
フ

ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
陥
没
と
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
の
関
連
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
「
因
果
関
係
が
あ
る
か
、
は
じ
め
か
ら
そ
こ
に

空
洞
が
あ
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
調
べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
」
と
し
つ
つ
、
「
因
果
関
係
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
し
、
そ
れ
以
外
に
急
に
こ
う
い
う
よ
う
に
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
程
度
そ
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」

と
し
、
さ
ら
に
「
考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
も
と
も
と
そ
こ
に
空
洞
が
あ
っ
た
か
、
土
を
多
く
取
り
す
ぎ
た
か
。
ど
っ
ち
か

で
す
よ
ね
」
、
「
シ
ー
ル
ド
を
掘
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
正
に
土
の
量
を
取
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
陥
没
す
る
と
い
う
こ
と
は
ま

ず
考
え
ら
れ
な
い
」
「
空
洞
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
の
説
明
を
し
て
い
る
。 

 
 

ト
ン
ネ
ル
掘
進
工
事
の
施
工
状
況
に
つ
い
て
徹
底
し
た
調
査
、
分
析
、
検
証
を
行
い
、
陥
没
事
故
や
空
洞
、
振
動
等
と
の

関
係
を
究
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
国
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
、
掘
削
し
た
土
量
や
圧
力
、
推
力
、
ト
ル
ク
、
掘

進
速
度
、
添
加
剤
、
土
砂
の
搬
送
、
裏
込
注
入
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
・
検
証
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
第
二
十
二
回
検
討
委
員
会
の
資
料
の
中
で
、
「
掘
進
中
の
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
各
計
測
値
（
圧
力
や
掘
削
土
量
な
ど
）
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は
、
添
加
材
・
圧
力
・
搬
送
設
備
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
適
切
な
状
態
で
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
」

と
す
る
の
は
、
い
か
な
る
根
拠
や
デ
ー
タ
に
基
づ
く
も
の
か
、
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

近
隣
住
民
に
対
し
て
は
、
陥
没
が
生
じ
て
か
ら
約
二
十
日
後
の
十
一
月
六
日
と
七
日
に
、
よ
う
や
く
説
明
会
が
開
か
れ

た
。
し
か
も
、
説
明
会
の
周
知
や
対
象
者
の
範
囲
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
参
加
も
認
め
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

住
民
が
恐
怖
と
不
安
を
訴
え
、
生
活
に
重
大
な
被
害
と
影
響
を
及
ぼ
し
、
他
の
箇
所
で
の
陥
没
や
空
洞
も
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
あ
ま
り
に
も
遅
い
対
応
で
あ
る
と
、
率
直
に
指
摘
す
る
。
住
民
へ
の
説
明
会
は
も
っ
と
早
く
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。 

 
 

今
後
も
住
民
の
要
望
に
応
じ
、
あ
る
い
は
事
態
・
状
況
の
推
移
に
照
ら
し
て
、
繰
り
返
し
説
明
会
や
説
明
の
機
会
を
持
つ

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
よ
り
広
い
範
囲
の
住
民
も
参
加
で
き
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
認
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
加
え
て
、
住
民
へ
の
説
明
会
は
こ
れ
ま
で
掘
り
進
め
て
き
た
区
間
・
地
域
や
こ
れ
か
ら
掘
進
を
計
画
し
て
い
る
地
域
で

も
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

こ
れ
ま
で
掘
り
進
め
て
き
た
区
間
で
は
「
安
全
の
確
認
の
た
め
」
と
し
て
地
表
面
の
常
時
監
視
（
以
下
、
「
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測



 

７ 

 

量
」
と
呼
ぶ
。
）
と
路
面
空
洞
調
査
を
実
施
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
年
十
月
二
十
三
日
の
第
二
回
有
識
者
委
員
会
後

の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
小
泉
淳
同
委
員
長
は
路
面
空
洞
調
査
に
つ
い
て
「
正
確
に
わ
か
る
の
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
。
も
し
か
し
て
と
い
う
と
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
」
と
の
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
等
が
十

一
月
二
日
に
確
認
し
た
空
洞
は
、
地
表
か
ら
の
深
度
は
約
五
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
路
面
空
洞
調
査
に
よ
り
発
見

し
た
も
の
で
は
な
く
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
ま
で
掘
り
進
め
て
き
た
区
間
で
実
施
す
る
と
し
て
い
る
「
路
面
空
洞
調
査
」
は
「
安
全
の
確
認
の
た
め
」
に
は
不
十

分
な
も
の
で
は
な
い
か
。
十
月
二
十
三
日
の
第
二
回
有
識
者
委
員
会
の
資
料
は
「
『
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員

会 

有
識
者
委
員
会
』
に
お
け
る
検
討
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
適
切
に
必
要
な
調
査
を
実
施
し
ま
す
」
と
し
て
い

る
。
真
に
、
「
適
切
に
必
要
な
調
査
を
実
施
」
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
求
め
る
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
掘
り
進
め
て
き
た
区
間
で
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
や
路
面
空
洞
調
査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
い
つ

ど
こ
で
行
う
か
、
及
び
同
測
量
と
空
洞
調
査
の
有
効
性
と
限
界
点
、
さ
ら
な
る
詳
細
か
つ
有
効
な
調
査
方
法
に
つ
い
て
、
住

民
へ
の
説
明
や
説
明
会
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
詳
細
な
説
明
を
さ
れ
た
い
。 

六 

今
回
の
陥
没
事
故
や
空
洞
の
発
見
で
は
、
国
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
の
対
応
の
遅
さ
が
、
様
々
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
検
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討
委
員
会
や
有
識
者
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
陥
没
に
つ
い
て
は
十
月
十
八
日
の
九
時
三
十
分
に
工
事
業
者
が
地
表
面
沈

下
を
確
認
し
、
十
二
時
三
十
分
に
地
表
面
の
陥
没
を
確
認
し
、
周
辺
住
民
へ
の
避
難
要
請
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
十
三
時

三
十
分
に
開
始
し
た
と
す
る
。
陥
没
を
確
認
し
て
か
ら
一
時
間
後
、
地
表
面
沈
下
を
確
認
し
て
か
ら
四
時
間
後
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
空
洞
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
日
の
十
二
時
二
十
分
に
空
洞
の
可
能
性
を
確
認
し
、
翌
三
日
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
が
有
識
者
へ
空
洞
の
対
応
に
関
す
る
見
解
を
聞
き
、
四
日
の
十
時
か
ら
十
二
時
の
間
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
近
隣
住

民
へ
説
明
し
た
。
空
洞
の
可
能
性
を
確
認
し
て
か
ら
二
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

国
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
の
住
民
に
対
す
る
説
明
と
避
難
要
請
等
の
対
応
は
、
あ
ま
り
に
遅
い
。
見
解
を
問
う
。 

七 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
関
東
支
社
東
京
外
環
工
事
事
務

所
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
東
京
支
社
東
京
工
事
事
務
所
が
共
同
で
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関

越
～
東
名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心
確
保
の
取
組
み
」
に
よ
る
と
、
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）
の

本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
表
面
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
事
象
は
生

じ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
し
た
上
で
、
「
ト
ン
ネ
ル
内
に
掘
削
土
以
外
の
土
砂
等
が
大
量
流
入
す
る
時
を
『
緊
急
時
』

と
し
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。 



 

９ 

 

 
 

今
回
の
陥
没
事
故
や
空
洞
の
発
見
は
「
緊
急
時
」
と
の
認
識
か
、
そ
れ
と
も
「
緊
急
時
」
で
は
な
い
と
い
う
認
識
か
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
「
緊
急
時
」
を
「
ト
ン
ネ
ル
内
に
掘
削
土
以
外
の
土
砂
等
が
大
量
流
入
す
る
時
」
と
し
た
の
で

は
、
今
回
の
よ
う
な
住
民
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
緊
急
の
対
応
が
適
切
か
つ
有
効
に
行
え
な
い
の
で

は
な
い
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

外
環
道
路
事
業
に
関
し
て
国
土
交
通
大
臣
は
「
大
深
度
地
下
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
工
事
が
行
わ
れ
れ
ば
地
上
へ
の
影
響
は
生
じ
な
い
も
の
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
」
、
「
シ
ー
ル
ド
自
体
が
壊
れ
る

と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
地
上
へ
の
影
響
と
い
う
の
は
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

（
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
日
の
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
の
太
田
昭
宏
大
臣
（
当
時
）
の
答
弁
）
等
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
住
民
な
ど
に
対
し
て
も
、
国
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
「
本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
シ
ー
ル
ド
工

法
を
採
用
し
て
お
り
、
地
上
に
影
響
は
生
じ
な
い
」
等
と
説
明
し
、
地
権
者
の
同
意
と
補
償
も
「
な
し
」
に
事
業
を
進
め
て

き
た
。 

 
 

し
か
し
二
〇
一
八
年
に
は
、
東
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
工
事
地
で
河
川
か
ら
の
気
泡
の
噴
出
や
、
地
下
水
の
流
出
等
が
生

じ
、
二
〇
一
九
年
に
は
大
泉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
工
事
地
で
河
川
か
ら
気
泡
が
噴
出
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
東
京
都
調
布
市
内
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で
も
、
本
年
三
月
か
ら
河
川
で
の
気
泡
噴
出
が
生
じ
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
事
象
に
つ
い
て
、
国
等
は
説
明
の
場
に
お
い
て
、
外
環
道
路
工
事
に
起
因
す
る
と
認
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
今

回
の
地
表
面
の
陥
没
事
故
と
空
洞
の
発
見
で
あ
る
。 

 
 

国
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
、
大
深
度
地
下
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
工
事
は
地
上
へ
の

影
響
は
生
じ
な
い
、
と
す
る
認
識
を
根
本
的
に
是
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
求
め
る
。 

 
 

こ
の
間
の
相
次
ぐ
事
態
は
「
地
上
に
影
響
は
生
じ
な
い
」
と
し
た
大
深
度
地
下
の
使
用
の
前
提
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
大
深
度
地
下
の
使
用
は
「
財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
た
憲
法
第

二
十
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
し
て
、
使
用
認
可
に
あ
た
っ
て
の
地
権
者
や
住
民

の
手
続
き
へ
の
参
加
・
関
与
の
機
会
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
深
度
地
下
の
使
用
に
つ
い
て
は
取
り
止
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
求
め
る
。 

九 

外
環
道
路
事
業
の
事
業
費
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会
が
本
年
七
月
三
十
日
と
九
月
三
日

に
行
っ
た
事
業
再
評
価
に
お
い
て
、
前
回
の
一
兆
五
九
七
五
億
円
か
ら
約
七
六
〇
〇
億
円
増
の
二
兆
三
五
七
五
億
円
へ
と
増

額
し
、
事
業
開
始
当
初
の
一
兆
二
八
二
〇
億
円
と
比
べ
て
一
・
八
倍
へ
と
膨
張
し
て
い
る
。
全
体
事
業
費
の
費
用
便
益
比



 

１１ 

 

（
Ｂ
／
Ｃ
）
は
一
・
〇
一
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

今
回
の
陥
没
事
故
や
空
洞
の
発
見
等
に
よ
り
、
事
業
費
は
さ
ら
に
増
大
す
る
で
は
な
い
か
。
見
解
を
求
め
る
。
「
地
上
に

影
響
は
生
じ
な
い
」
と
し
た
大
深
度
地
下
の
使
用
の
前
提
が
崩
れ
る
事
態
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
事
業
費
も
著
し
く
増
大
す

る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
国
の
財
政
支
出
の
あ
り
方
と
し
て
も
、
本
事
業
は
妥
当
性
を
欠
く

と
考
え
る
。
外
環
道
路
事
業
は
、
中
止
を
含
め
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


